
1　総括

 (1) 人件費の状況（普通会計決算）

（注）　人件費には事業費支弁に係る職員分も含む。

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

　　　　　　　

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。
      ２　職員数は、１９年４月１日現在の人数である。
      ３　給与費には事業費支弁に係る職員分も含む。

(3) 特記事項

なし

(4) ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

（注）１ ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数である。
 　　　

　　　２　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものである。

6,825

　　　３　平成１５年については、合併前旧下関市の数字を記載。

2,463 9,703,260 2,142,539 3,961,053 15,806,852 6,418

給与費 B/A 一人当たり給与費

19年度

人 千円 千円 千円 千円 千円 千円

　　　　　　Ａ 給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 　　計　　Ｂ

20.7%

　　　　　（１９年度末）

区　　分 職員数 給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費 一人当たり （参考）中核市平均

19年度 285,758人 23,067,043千円 20.6%

下関市の給与・定員管理等について

区　　分 住民基本台帳人口 歳 出 額 実 質 収 支 人 件 費 人 件 費 率 （参考）

１8年度の人件費率　　　　　　Ａ 　　　　　　Ｂ Ｂ／Ａ

112,166,142千円 2,998,719千円

(H15)
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(H15)
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下関市 類似団体平均 全国市平均

（例）
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【参考】 地域手当補正後ラスパイレス指数

（平成２０年４月１日現在）

（注）H20.4.1現在における団体の支給率と国基準の支給率により算出したもの

※ 「地域手当補正後ラスパイレス指数」とは、地域手当を加味した地域における国家公務員と地方公務員の給与水準を比較するため、

地域手当の支給率を用いて補正したラスパイレス指数である。

２　職員の平均給与月額、初任給等の状況

 (1) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（２０年４月１日現在）

　　　　①一般行政職

歳 円 円 円

歳 円 円 円

歳 円 円

歳 円 円 円

　　　　②技能労務職

平均給料月額 Ａ／Ｂ

歳 人 円 円 円 －

歳 人 円 円 円 歳 円 1.45

うち学校給食員 歳 人 円 円 円 歳 円 1.51

うち用務員 歳 人 円 円 円 歳 円 1.62

歳 人 円 円 円 歳 円 1.66

歳 人 円 円 円 －

歳 人 円 円 円 －

歳 人 円 円 円 －

歳 人 円 円 －

歳 人 円 円 円 －

下関市

円 円

うち学校給食員 円 円

円 円

円 円

※ 民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用している。（平成１７～１９年の３ケ年平均）
※ 技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、年齢、業務内容、雇用形態等の点において完全に一致しているものではない。
※ 年収ベースの「公務員（Ｃ）及び「民間（Ｄ）」のデータは、それぞれ平均給与月額を１２倍したものに、公務員においては前年度に支給さ

れた期末・勤勉手当、民間においては前年に支給された年間賞与の額を加えた試算値である。
※ 職員数が２名以下の場合は、個人情報保護の観点から、平均給与額等を（*）としている。

うちその他 － － －

うち電話交換手 － － －

うち自動車運転手 6,852,638 3,722,400 1.84

5,972,170 3,249,900 1.84

うち用務員 6,100,103 3,227,400 1.89

－ － －

うち清掃職員 6,900,341 4,170,000 1.65

366,341 － － －

区　　分

参考

年収ベース（試算値）比較

公務員（Ｃ） 民間（Ｄ） Ｃ/Ｄ

－ －－ 320,623 －

類似団体 46.3 458 335,052 397,128

378,895 350,361

国 48.9

山口県 48.0 337 336,846

4,784 284,679

－ － －

－ －

－387,837 360,933 － －うちその他 52.2 43 348,300

264,400

うち電話交換手 58.8 1 * * * －

うち自動車運転手 41.7 12 332,200 自家用乗用車自動車運転手 47.8439,567 366,133

238,200

49.8 56 343,400 365,221 357,221 用務員 53.9

49.6 120 344,400 360,576

225,900

廃棄物処理業従業員 43.6 299,700

352,487 調理士 43.0

358,411 － － －

うち清掃職員 47.2 159 340,500 435,848 362,929

平均給与月額
（Ｂ）

下関市 48.7 391 342,900 396,992

平均給与月額
（Ａ）

平均給与月額
（国ベース）

対応する民間の
類似職種

平均年齢

399,707

区　　分

公務員 民間

平均年齢 職員数

類似団体 43.3 350,371 441,047

376,695

国 41.1 325,113 － 387,506

山口県 43.7 350,252 426,154

（国ベース）

下関市 40.6 330,800 399,945 359,860

平均給与月額 平均給与月額平 均 年 齢 平均給料月額

101.6

区　　分
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　　　③教育職　（高等学校教育職）

歳 円 円

歳 円 円

歳 円 円

　　　　④教育職　（幼稚園教育職）

歳 円 円 円

歳 円 円

歳 円 円

（注）１　「平均給料月額」とは、２０年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均である。
      ２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などの
　　　　すべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものである。
　　　　　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務手当等
　　　　の手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものである。

（2) 職員の初任給の状況（２０年４月１日現在）

円 円 円

円 円 円

円 円

円 円

円 円

（3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（２０年４月１日現在）

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

※　　該当職員がいない部分については、給料月額を記入していません。

中　学　卒 － 239,717

－（高等学校） 高　校　卒 － －

高　校　卒 228,700 281,557

290,285

教　育　職 大　学　卒 304,235 356,096 406,155

区　　　　分 経験年数１０年 経験年数１５年 経験年数２０年

338,500

技能労務職 高　校　卒 － － 326,717

-技能労務職 高　校　卒 137,200 141,900

364,518一般行政職 大　学　卒 270,486 337,807

高　校　卒 144,500 144,500 140,100

一般行政職 大　学　卒 178,800 178,800

類似団体 43.3 352,906

区　　　　　分 下　関　市

172,200

山　口　県 国

399,611

山口県 45.1 401,026 451,785 ―

下関市 45.8 387,500 409,911

平均給与月額

（国ベース）

区　　分 平 均 年 齢 平均給料月額 平均給与月額

類似団体 45.3 401,609 470,574

山口県 45.0 403,649 463,110

下関市 43.6 396,700 458,402

区　　分 平 均 年 齢 平均給料月額 平均給与月額

―397,868

－

－ －

－

-199,700 199,700

－

－中　学　卒

教　育　職 大　学　卒

（高等学校） 高　校　卒

教　育　職 大　学　卒

199,700 199,700 -

（幼稚園） 高　校　卒 － － －

387,816

（幼稚園校） 高　校　卒 － － －

教　育　職 大　学　卒 294,060 －
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３　一般行政職の級別職員数等の状況

（1) 一般行政職の級別職員数の状況（２０年４月１日現在）

（注）１　下関市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
      ２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

（注）平成１８年に１１級制から９級制に変更している。（旧給料表の１級及び２級並びに４級及び５級をそれぞれ統合）

１　　級 主事・技師 47人 3.3%

２　　級 主事・技師 133人 9.4%

３　　級 係長・主任 392人 27.6%

４　　級 課長補佐・主査 546人 38.6%

５　　級 課長補佐・主査 80人 5.7%

1人 0.1%

６　　級 課長・主幹 147人 10.4%

７　　級 部次長・参事 46人 3.3%

区　　分 標準的な職務内容 職員数 構成比

８　　級 部長・局長 23人 1.6%

９　　級 部長・局長

　　　５年前（平成１５年）については、合併前旧下関市の数字を記載。

１級

3.3%

１級

4.9%
１級

2.6%

２級

9.4%

２級

12.2% ２級

7.6%

３級

27.6%

３級

27.2%
３級

28.2%

４級

38.6%

４級

34.4%

４級

9.2%

５級

5.7%

５級

5.8%

５級

5.9%

６級

10.4%
６級

10.7%

６級

27.4%

７級

3.3%

７級

3.3%

７級

5.2%

８級

1.6%
８級

1.5%
８級

9.1%

９級

0.1%
９級

0.1%
９級

3.6%

１０級

1.3%

１１級

0.1%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

平成２０年の構成比 １年前の構成比 ５年前の構成比
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（2) 昇給への勤務成績の反映状況

人事評価制度が構築されていないため、昇級区分に差を設けなかった。

４　職員の手当の状況

（1) 期末手当・勤勉手当

千円 千円

（１９年度支給割合） （１９年度支給割合） （１９年度支給割合）

期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　　  勤勉手当

 月分  月分  月分  月分  月分  月分

（ ）月分 ( ）月分 （ ）月分 ( ）月分 （ ）月分 ( ）月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算　　５％～２０% ・役職加算　　５％～２０% ・役職加算　　　　５％～２０%

・管理職加算　　１5％～２５％ ・管理職加算　　１０％～２５％

（注）　(  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

【参考】勤勉手当への勤務実績の反映状況（一般行政職）

人事評価制度が構築されていないため、成績率に差を設けず一律の支給を行った。

（2) 退職手当（２０年４月１日現在）

（支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年 （支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

２％～２０％加算 ２％～２０％加算

（退職時特別昇給　　　　　　廃止済　　　　　　　　）

１人当たり平均支給額　　　　 千円 千円

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、１９年度に退職した職員に支給された平均額である。

 (3) 地域手当

（２０年４月１日現在）

千円

千円

％ 人 ％

％ 人 ％

％ 人 ％

％ 人 ％豊田中央病院医師 28 6 13

豊田中央病院長 38 1 13

下関市立中央病院医師 13 57 13

東京事務所 15 5 16

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 国の制度（支給率）

支給実績（１9年度決算） 86,604

支給職員１人当たり平均支給年額（１9年度決算） 43,345

47.5 59.28 47.5 59.28

965 23,972

59.28 59.28 59.28 59.28

23.5 30.55 23.5 30.55

33.5 41.3433.5 41.34

1.50

1.6 0.75 1.6 0.75

下　　　　　　　　　　　関　　　　　　　　　　　市 国

１人当たり平均支給額（１９年度） １人当たり平均支給額（１９年度） ―

1.6 0.75

3.0 1.50 3.0 1.50 3.0

1,604 1,901

下　　　　　関　　　　　市 山　　　　　口　　　　　県 国
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(２２年度の制度完成時）

％ ％

％ ％

％ ％

％ ％

（注）国の制度では、平成22年度での完成を目指して、平成18年度から支給率を段階的に引き上げることとしている。

 (4) 特殊勤務手当（２０年４月１日現在）

千円

　円

　％

野犬捕獲業務従事手当 保健所総務課 野犬の捕獲業務をした者 日額　250円

火葬従事手当 保健所総務課（斎場勤務） 火葬に従事した者 日額　250円

精神保健福祉相談従事手
当

保健予防課等
（精神保健福祉相談員等）

精神障害者等を訪問して指
導を行ったとき

日額　250円

保健指導手当
保健予防課等
（保健師・看護師等）

結核患者等の指導のため家
庭訪問をしたとき

日額　250円

競艇特別業務従事手当 競艇場 年末年始に勤務した者 日額　3,000円～7,000円

変則勤務手当
情報政策課・市民サービス課・下関
中央病院調理員

正規の勤務時間及び週休日
が著しく不規則な者

月額　1,000円～4,000円
日額　250円

死亡獣畜処理手当 総合支所農林課等 死亡獣畜を処理した者
大型1体　1,000円
上記以外1体　250円

地籍調査業務手当 総合支所総務課（管財担当）
山林区域の業務に従事した
者

日額　250円

埋蔵文化財調査従事手当 文化財保護課
発掘現場において、著しく危
険な業務をしたとき

日額　250円

高深所作業手当 建築住宅課等
地上10m又は地下5m以上の
場所で調査等をしたとき

日額　250円

乗船手当 港湾局経営課（船員） 船員法の適用を受ける者 日額　300円

集落排水施設業務手当 菊川総合支所農林課
集落排水施設の汚水処理業
務に従事する者

日額　2５0円

清掃従事手当 環境部に勤務する職員
じん介・し尿等の収集作業等
に従事した者

日額　250円～1,500円

日額　2５0円

保育業務手当 こども課　（保育士） 保育士の業務をした場合 月額　給料月額の4%

行旅死亡人等収容手当 福祉政策課等
行旅死亡人等を収容した場
合

1回　2,500円

納税課・市民税課・資産税課等 市税の賦課・徴収業務 月額　3,000円・6,000円

社会福祉事業従事手当 生活支援課
福祉事務所に勤務し、指導・
監督を行う場合

月額　10,000円

徴収業務手当 介護保険課、保険年金課
介護保険料・後期高齢者医
療保険料の滞納整理等

左記職員に対する支給単価

職員全体に占める手当支給職員の割合（１9年度） 48.5

手当の種類（手当数） 39

国民健康保険事務従事手
当

保険年金課等
国民健康保険料の賦課・徴
収業務

月額　2,500円・5,000円

税務事務従事手当

30 15

支給実績（１9年度決算）

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務

118,380

支給職員１人当たり平均支給年額（１9年度決算） 116,287

豊田中央病院医師

下関市立中央病院医師 15 15

豊田中央病院長 40 15

支給対象地域 支給率 国の制度（支給率）

東京事務所 18 18
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 (5) 時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

支 給 実 績 （ １ ９ 年 度 決 算 ） 684,650

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ １ ９ 年 度 決 算 ） 308

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ １ ８ 年 度 決 算 ） 272

1勤務　410円～980円

危険物タンク高所検査手当 消防局
屋外危険タンク等を検査した
とき

日額　200円

支 給 実 績 （ １ ８ 年 度 決 算 ） 696,127

夜間特殊業務手当 消防局
交替制勤務により深夜に通信
業務等に従事したとき

はしご自動車搭乗員手当 消防局 はしご自動車を操作する者 月額　4,000円

救急救命士手当 消防局
資格を有する者が、救急業務
に従事したとき

1勤務　700円

救急出動手当 消防局
救急の出勤指令により出勤し
た者

出勤1回　330円・520円

火災出動手当 消防局
火災の出勤指令により出勤し
た者

1回　520円・700円

教育業務連絡指導手当 高校教諭 主任等で職務が困難な者 日額　200円

教員特殊業務手当 高校教諭・幼稚園教諭
修学旅行の引率や、災害等
の業務を行った者

日額　900円～3,200円

病理細菌等検査手当
下関中央病院・豊田中央病院・保
健所・試験検査課

病理細菌等の検査に従事す
る者

月額　5,500円

感染症予防手当
下関中央病院・豊田中央病院　（臨
床検査技師等）

感染症の患者の面接、感染
症の病原対の駆除等をした者

1回　250円・500円

放射線取扱手当
下関中央病院・豊田中央病院・保
健所　（診療放射線技師等）

エックス線等の照射作業に従
事する者

月額　5,500円　日額　250円

死体解剖介助手当
下関中央病院・豊田中央病院　（臨
床検査技師等）

死体解剖介助業務に従事し
た者

1体　2,500円

看護師・助産士等の職務に従
事する者

月額　10,000円

感染症病床等従事手当
下関中央病院・豊田中央病院・保
健所　（看護師等）

感染症病床及び結核検診の
業務に従事した者

日額　250円

看護助手手当 豊田中央病院　（看護補助士等）
看護師等の職務を補助する
者

月額　2,000円

派遣診療手当
下関中央病院・豊田中央病院　（医
師、その他の職員）

本務場所以外での応援業務・
へき地における巡回診療業
務に従事した者

医師　5,000円
その他の職員　1,500円

夜間看護等手当
下関中央病院・豊田中央病院　（看
護師等）

交替制勤務により深夜に看護
業務等に従事したとき

1勤務　1,620円～3,300円

看護業務手当
下関中央病院・豊田中央病院　（看
護師等）

医師緊急処置手当
下関中央病院・豊田中央病院　（医
師）

正規の勤務時間外に緊急処
置をしたとき

1時間　3,500円

医師調整手当
下関中央病院・保健所・豊田中央
病院・各診療所　（医師）

医師に支給 月額　50,000円～250,000円

霊きゅう車乗務手当 総務部管財課（車両係勤務） 霊きゅう車に乗務した者 乗務1回　250円
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（6) その他の手当（２０年４月１日現在）

円

円

円

円

円

円

円

円

５　特別職の報酬等の状況（２０年４月１日現在）

円 円／ 円

（ 円 ）

円 円／ 円

（ 円 ）

円 円／ 円

（ 円 ）

円 円／ 円

（ 円 ）

円 円／ 円

（ 円 ）

月分

月分

　　 （算定方式） （１期の手当額） （支給時期）

1,035,500×在職月数×0.6 2,982万円 任期毎

　840,750×在職月数×0.45 1,816万円 任期毎

(注）１　給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額である。                         
     ２　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年＝４８月）     

退
職
手
当

市 長

副 市 長

備　　　　考

625,000

副 議 長 3.00

議 員 565,000

議 長 　　（19年度支給割合）

期
末
手
当

市 長 　　（19年度支給割合）

副 市 長 4.50

報

酬

議 員

副 議 長 610,000 779,000

710,000 510,000

1,090,000

副 市 長 840,750 1,008,000

555,000

議 長 675,000 863,000

738,000

885,000

区 分 給 料 月 額 等

給

料

（参考）類似団体における最高／最低額

市 長 1,035,500 1,267,000 824,000

149,609

管理職員
特別勤務手当

管理職が週休日等に勤務
した場合に支給（支給用
件あり）一人当り　6,000～
18,000円

同じ 6,001 千円 23,533

44,037

単身赴任手当
異動により単身生活となっ
た場合に支給（距離制限
あり）　23,000～68,000円

同じ 5,501 千円 323,588

休日勤務手当
休日等に勤務した場合に
支給

同じ

3,441 千円宿日直手当
宿日直勤務をした場合に
支給1回当り　5,400～
20,000円

異なる
国は1回当り
4,200～
21,000円

97,807 千円

133,550

管理職手当
課長級以上の職員に支給
一人当り48,000～115,019
円

異なる

国は課長補佐
級以上に支給
（要件あり）給
料の8～25％

174,480 千円 684,235

住居手当
借家　1,000～27,000円
持家　3,000円

異なる
国は持家
2,500円（5年
間限定）

通勤手当
交通機関　55,000円まで
交通用具1,000～40,300
円

異なる
国は交通用具
2,000～
24,500円

305,964 千円

341,395

208,041 千円 141,717

293,536 千円

異なる内容 （１9年度決算） 平均支給年額

扶養手当
扶養者に支給　一人当り
6,500～13,500円

同じ

国の制度 国の制度と 支給実績

（１9年度決算）

支給職員１人当たり
手　当　名 内容及び支給単価 との異同
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           勤めた場合における退職手当の見込額である。                                 

６　職員数の状況

（1)部門別職員数の状況と主な増減理由

（各年４月１日現在）

人口１万人当たり職員数　　　　　　　　　　 人

（類似団体の人口１万人当たり職員数 人）

人口１万人当たり職員数　　　　　　　　　　 人

（類似団体の人口１万人当たり職員数 人）

人口１万人当たり職員数　　　　　　　　　　 人

（注）１　職員数は一般職に属する職員数である。
　　　２　[     ]内は、条例定数の合計である。
　　　３　地方公共団体定員管理調査（総務省調査）による。

115.17

＜参考＞

[     3,443      ］ [     3,443      ］ [  0 ］

合　　計 3,352 3,291 △ 61

　公
　営
　企会
　業計
　等部
　 　門

病院 481

水道

機構改革及び事務事業の見直しによる

小　計 888 889 1

その他 154 158 4

下水道 75 75 0

178 176 △ 2

66.58

480 △ 1 医師の退職に伴う減

事務の合理化による職員の減

＜参考＞

84.05

2,464 2,402 △ 62

機構改革及び事務事業の見直しによる減

消防部門 321 322 1 消防吏員欠員補充

教育部門 470 440 △ 30

46.21

57.39

退職者不補充

計 1,673 1,640 △ 33
＜参考＞

衛生 371 362 △ 9

機構改革に伴う増

民生 368 349 △ 19 機構改革及び事務事業の見直しによる

土木 214 222 8

機構改革に伴う減

商工 44 44 0

農林水産 139 135 △ 4

15 0

事務事業の見直しによる

労働 2 2 0

140 2138

小　計

総務 382 371 △ 11 機構改革、事務事業の見直し及び退職者不補充による

職 員 数 対前年
増減数

主 な 増 減 理 由
平成１９年 平成２０年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 15

税務

　　　　　　　　区　　分

　部　　門
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（2)年齢別職員構成の状況（２０年４月１日現在）

　

　

(3)定員管理の数値目標及び進捗状況

①平成１７年４月１日～平成２２年４月１日における定員管理の数値目標

３，５０８　人 ３，２９８　人 △　２１０　人

（注１）「下関市定員適正化計画(平成17年から平成22年まで）」（平成18年3月策定版）の当初目標値

（注２）「下関市定員適正化計画（平成18年から平成23年まで）」（平成19年12月策定版） の平成22年4月1日の目標値

（参考）新・下関市行政改革大綱における定員管理の数値目標（数・率）

平 成 17 年 4 月 1 日 平 成 23 年 4 月 1 日

3,291

平成17年4月1日 平成22年4月1日 純減数 純減率

358 348 389

△231人（6.6%)

職員数（注1） 職員数（注2）

6.0%

計画期間

数値目標
始　期 終　期

71 219 358 475 313

人 人 人 人 人

399 364 339

人人
職員数

人 人 人 人 人

47歳 51歳

～

人

以上31歳 35歳 55歳 59歳

～ ～ ～ ～

39歳 43歳

60歳52歳 56歳

～ ～ ～

44歳

計区　分

20歳 20歳 24歳

10
～ ～

未満 23歳 27歳

28歳 32歳 36歳 40歳 48歳

0

2

4

6

8

10

12

14

16

構成比

５年前の構成

比

%
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（注）平成17年度に、平成22年4月1日までの下関市定員適正化計画を策定した。その後、国において示された指針に基づき、

　　　平成19年度に、平成23年4月1日までの下関市定員適正化計画を新たに策定し、現在定員管理を行っている。

②定員管理の数値目標の年次別進捗状況（実績）の概要

（各年４月１日現在）

（注）１　計画期間は、１７年～２３年の６年間である。
      ２　（　％）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示す。
　　　３　増減は、各年の欄にあっては対前年比の職員増減数を、計の欄にあっては計画1年目以降現年までの職員増減数の累計を示す。   

７　公営企業職員の状況

　(1)　水道事業・工業用水道事業・公共下水道事業

  　 ① 職員給与費の状況

ア　決算

職員給与費 　（参考）

※　　１－（１）人件費の状況（普通会計決算）と同基準により算出している。

　　　　　　　

（注）１　職員手当には退職給与金を含まない。
      ２　職員数は、２０年３月３１日現在の人数である。

イ　 特記事項

・ア　決算　職員給与費には法定福利費及び退職給与金を含む。

・公共下水道事業は、平成19年4月1日に地方公営企業法適用。（水道局・下水道部の統合）

△ 59 　△１９８　（86％） △ 231増 減 △ 32 △ 107

△ 7

計 職員数 3,508 3,476 3,369 3,310 ― 3,277

等 会 計 増 減 6 △ 14 1

公 営 企 業 職員数 896 902 888 889 ―

増 減 △ 2 3 1 2

消　防 職員数 320 318 321 322 ―

増 減 △ 4 △ 64 △ 28 △ 96

教　育 職員数 555 551 487 459 ―

1,673 1,640 ―

増 減 △ 32 △ 32 △ 33 △ 97

（参考）

計画始期 １年目 ２年目 ３年目 計 数値目標

２０年　　　　　　　　　区　　分

部　　門

１７年 １８年 １９年 １８年～２０年

一般行政 職員数 1,737 1,705

千円

252 949,729 216,076 392,522 1,558,327 6,184 6,067

　　計　　Ｂ 　　　　給与費 　　B/A 一人当たり給与費

1９年度 人 千円 千円 　　　　　千円 千円 千円

（参考）18年度平均

　　　　　　Ａ 給　 料 職員手当 期末・勤勉手当

区　　分 職員数 給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費 一人当たり

％ ％

27,032,641 - 1,898,060

　質収支

7.0 13.9

1９年度 　　　　千円 千円　 千円　

区　　分 総費用 純損益又は実 総費用に占める

18年度の総費用に占

Ａ  Ｂ　 　　　　　　Ｂ／Ａ める職員給与費比率

職員給与費比率
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② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（２０年４月１日現在）

歳 円 円

歳 円 円

歳 円

（注）平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。  

 ③ 職員の手当の状況

ア　期末手当・勤勉手当

千円　 千円　

（１９年度支給割合） （１９年度支給割合）

　　　　　　　　期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 　　期末手当　 勤勉手当

月分 月分  月分  月分

（ 1.6 ） 月分 （ ）月分 （ ）月分 （ ）月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

・　役職加算　　　５　　～　　２０　％ ・　役職加算　　　５　　～　　２０　％

0.75 1.6 0.75

下関市上下水道局 下関市　（一般行政職・団体平均等）

１人当たり平均支給額（１9年度） １人当たり平均支給額（１9年度）

1.5 3.0 1.5

1,558 1,604

3.0

団 体 平 均 45.5 374,552 571,242

事 業 者 57.4 920,959

　　　　　　区　　分 平　均　年　齢 基本給 平均月収額

下 関 市 39.8 336,494 515,320
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イ　退職手当（２０年４月１日現在）

（支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年 （支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分

その他の加算措置　　　定年前早期退職特例 その他の加算措置　　　定年前早期退職特例

措置（２％　～　２０％加算） 措置（２％　～　２０％加算）

（退職時特別昇給 廃止済 ) （退職時特別昇給　　　　　　　　　　　　　　　　　　廃止済 ）

１人当たり平均支給額　　　　 千円 千円 １人当たり平均支給額　　　　 千円 千円

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、19年度に退職した職員に支給された平均額である。

ウ　地域手当

（２０年４月１日現在）

千円

   円

％ 人 ％

※平成19年4月1日に水道局・下水道部の統合。

（２２年度の制度完成時）

％ ％

（注）国の制度では、平成22年度での完成を目指して、平成18年度から支給率を段階的に引き上げることとしている。                                                                                           

エ　特殊勤務手当（２０年４月１日現在）

千円

　円

　％

※平成19年4月1日に水道局・下水道部の統合。

日額　3,600円・7,200円

災害地派遣手当 上下水道局
災害地に派遣を命じられ、復
旧作業に従事する者

日額　3,000円・5,000円

年末年始出勤手当 上下水道局
年末年始に勤務を命じられた
者

緊急呼出手当 上下水道局
正規の勤務時間外に緊急の
呼出を受け勤務した者

1回当り　1,800円

水質検査手当 上下水道局
浄水・原水・汚水の水質検
査・研究に従事する者

月額　5,500円

手当の種類（手当数） 6

作業従事手当 上下水道局
上下水道施設、給水装置の
維持管理業務等に従事した
者

日額　400円・600円
但し２時間未満は半額

交替勤務手当 上下水道局
交替勤務による浄・配水施設
の操作運転業務に従事する
者

月額　8,200円

－ －

支給実績（１9年度決算） 27,999

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価

職員全体に占める手当支給職員の割合（１９年度） 83.7

支給職員１人当たり平均支給年額（１９年度決算） 130,788

合併前下関市区域内 － － －

支給対象地域 支給率 一般行政職の制度（支給率）

－

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 一般行政職の制度（支給率）

支給実績（１9年度決算） 9,020

支給職員１人当たり平均支給年額（１９年度決算） 40,449

- 27,705 965 23,972

59.28 59.28 59.28 59.28

47.50 59.28 47.50 59.28

33.50 41.34 33.50 41.34

下関市上下水道局 下関市　（一般行政職・団体平均等）

23.50 30.55 23.50 30.55
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オ　時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

（注） 時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。

カ　その他の手当（２０年４月１日現在）

円

円

円

円

円

円

円

④定員管理の数値目標及び進捗状況

ア　平成１７年４月１日～平成２２年４月１日における定員管理の数値目標

人 人 人 ％

※ 平成19年4月1日に水道局・下水道部の統合。

（参考）平成22年4月1日現在における定員管理の数値目標（数・率）

イ　定員管理の数値目標の年次別進捗状況（実績）の概要

    →6(3)②を参照

13 5.1

計画期間

数　値　目　標
始　期 終　期

平 成 17 年 4 月 1 日 平 成 22 年 4 月 1 日 5%

257 244

平成22年4月1日 純減数 純減率

45 千円

314,311

休日勤務手当
休日の正規の勤務時間中
に勤務した場合に支給

職員数 職員数

管理職員
特別勤務手当

課長級以上の職員が週休
日等に勤務した場合に支
給　一回当り6,000～
18,000円

同じ 9,000

平成17年4月1日

夜間勤務手当
正規の勤務時間として、夜
間に勤務した場合に支給

同じ 6,286 千円

645,333

通勤手当
交通機関　55,000円まで
交通用具1,000～36,300
円

同じ 849 千円 169,881

管理職手当
課長級以上の職員に支給
一人当り48,000～77,000
円

同じ 15,488 千円

千円 143,996

扶養手当
扶養者に支給
一人当　6,500～13,000円

異なる
市長部局は交
通用具　1,000
～40,300円

25,562 千円 115,146

同じ 38,319 千円 248,822

住居手当
借家　1,000～27,000円
持家　3,000円

同じ 25,919

（１9年度決算）

支給職員１人当たり

手　当　名 内容及び支給単価 （１9年度決算） 平均支給年額
一般行政職
の制度との異
同

一般行政職の
制度と異なる
内容

支給実績

支給実績（１9年度決算） 55,764

支給職員１人当たり平均支給年額（１9年度決算） 245

支給職員１人当たり平均支給年額（１8年度決算） 213

支給実績（１8年度決算） 35,499
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